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成果の概要／脇田 誓子 
 
研究集会名：第 16回世界臨床薬理学会議 
開催場所：デンマーク・コペンハーゲン・ベラセンター 
渡航期間：平成 22年 7月 17日～平成 22年 7月 24日 
派遣・報告者：脇田 誓子 (薬学研究科 医療薬科学専攻 博士後期課程 1年) 
 
学会概要 
 世界臨床薬理学会議は、分子生物学から薬物治療までにいたる分野を網羅した世界

規模の研究集会である。4 年に一度開催されている国際薬理学会議(IUPHAR World 
Congress of Pharmacology)が、2010年の第 16回大会では国際臨床薬理学会と合同で
世界臨床薬理学会議として開催された。世界中の基礎薬理学者や臨床薬理学者らが、

安全で有効な医療を行うために討論する場であり、基礎および臨床薬理学において近

年話題となっているトピックに関して幅広い範囲で発表が行われた。プログラムは、

24の Plenary Lectureと 450もの Focused Conferences、Workshopを中心に、ポス
ター形式にて発表される 1800を超える多数の演題を提供するものであった。申請者が
現在研究を行っている神経変性疾患に関する発表も多数あり、基礎薬理学から臨床薬

理学の知識を得、発想を展開させることができ、今後研究を進める上で有意義であっ

た。 
 
研究発表内容の概要 

7月 19日(月)午前 10時から午後 6時まで、「Reconstruction of the nigrostriatal 
projections in dissociated primary cultures: a role of striatal cells in dopaminergic 
neurite outgrowth」（日本語題名；分散培養細胞を用いた黒質線条体投射の再構築：
ドパミン作動性ニューロンの突起伸長における線条体細胞の役割）という題名のポス

ターを掲示し、そのうち午後 1時から 2時までの 1時間が責任討論時間であった。報
告者は、分散培養細胞を用いた簡便なドパミンニューロンの神経投射の評価系を作製

した。これは、ラット胎仔から中脳および線条体細胞を摘出・単離し、シリコン製の

隔離壁を用いて中脳細胞領域と線条体細胞領域を形成し、その後隔離壁を除き対峙さ

せて培養を行う方法である。報告者は、投射先である線条体細胞特異的にドパミンニ

ューロンの突起伸長が促進され、ドパミンニューロンの軸索が線条体ニューロンとシ

ナプス形成したことを確認したことにより、黒質-線条体神経投射の評価系の確立を示

した。これまでの分散培養細胞を用いた突起伸長の報告では、線条体細胞・中脳細胞

の混合培養が報告されているが、シリコン製隔離壁を用いた細胞領域の形成、神経投

射の評価については報告がなく、来訪者から詳細な説明を求められた。確立した神経

投射の評価系における中脳細胞領域から線条体細胞領域までの距離について、ドパミ

ンニューロンが投射先で機能しているか、電気生理学的検討などについての質問も受

け、さらなる検討が必要であることを実感した。 



また、線条体細胞の内で中脳細胞領域のドパミンニューロンの突起伸長促進効果に

関連する細胞種について検討し、線条体由来アストロサイトではなくニューロンが突

起伸長促進効果を示すことを明らかにした。さらに、線条体細胞の培養上清は突起伸

長促進作用を示さなかったことから、線条体ニューロンの接着因子が突起伸長に関与

し、接着因子のうち、インテグリンE1が突起伸長に関与していることを中和抗体を用
いて示した。来訪者とは突起伸長促進に必要なインテグリンのサブタイプ、リガンド

の発現について活発な討論を行った。発表当日は、中枢神経薬理をテーマとするポス

ター発表が多く、来訪者や他の研究者の発表を聞き、様々な着眼点からパーキンソン

病を研究していることを実感した。 
研究の発表を通じて、世界中の研究者と直接英語で討論することができ、今後の研

究生活を送る上での良い刺激になった。最後になりましたが、今回の国際会議への参

加に際して御授助頂き、発表の機会を与えてくださいました、京都大学教育研究振興

財団に厚く御礼申し上げます。 

 


